















論  文  題  目  
高速なパケットキャプチャ方式による 
ネットワークの測定法 
Network Measurement with 











申  請  者 















































































れていた。近年の PC においては CPU 性能が向上しており、 I /O 性能に比して









る。これによって、 CPU の計算能力の余裕を圧縮操作に用いて、ディスクの I /O
負荷を軽減することができる。実際にネットワークで収集したトラヒックを用い
て評価したところ、汎用 PC を使用したパケットキャプチャの速度を 5%から 20%
向上することができた。それと同時に、圧縮の効果によりパケットの保存に必要
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